
札幌青葉鍼灸柔整専門学校

実務経験のある教員による授業

鍼灸学科夜間部　シラバス



科目名 はりきゅう理論Ⅱ 時間・単位 30時間・2単位・15コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 東洋療法学校協会

出版社名 医道の日本社

著者名

出版社名

鍼灸学科・夜間部・２年（はりきゅう理論Ⅱ）

参考書

松永　満

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

　鍼灸の治効理論の理解を目的とする。鍼灸は本来、東洋医学として発展してきた
が、その治効理論を現代医学的に解明することは、非常に大切である。したがっ
て、「はりきゅう理論Ⅱ」では、「はりきゅう理論Ⅰ」を踏まえて、鍼灸刺激が生体にど
のように作用するかについて、生理学と関連付けながら、治効理論を学んでいく。

　臨床経験を持つ専任教員が、現場経験を活かした視点で「はりきゅう理論Ⅰ」を踏
まえ、鍼灸刺激と反射、鍼鎮痛、施術局所の反応、自律神経への影響、生体防御
機能への影響、関連学説等を学習し、鍼灸療法の治効理論を理解していく。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 はりきゅう理論
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回 講義内容 備　考

1 鍼灸治効の基礎　鍼灸刺激と反射

2 鍼灸治効の基礎　鍼麻酔、鍼鎮痛

3 鍼灸治効の基礎　鍼灸施術の治療的作用

4 鍼灸療法の一般治効理論　自律神経の概要

5 鍼灸療法の一般治効理論　化学伝達物質、受容体

6 鍼灸療法の一般治効理論　鍼の血流に及ぼす影響

7 中間試験

8 解説とまとめ

9 鍼灸療法の一般治効理論　鍼灸刺激とポリモーダル受容器

10 鍼灸療法の一般治効理論　生体防御機構に及ぼす鍼灸刺激の影響Ⅰ

11 鍼灸療法の一般治効理論　生体防御機構に及ぼす鍼灸刺激の影響Ⅱ

12 関連学説　サイバネティックス、ホメオスターシス

13 関連学説　ストレス学説

14 関連学説　レイリー現象、圧発汗反射

15 期末試験

鍼灸学科・夜間部・２年（はりきゅう理論Ⅱ）
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科目名 東洋医学概論Ⅲ 時間・単位 ３０時間・２単位・１５コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 教科書執筆小委員会　

出版社名 医道の日本社

著者名

出版社名

鍼灸学科・夜間部・２年（東洋医学概論Ⅲ）

参考書

松岡　晋也

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

伝統医学における鍼灸臨床は、四診法（望・聞・問・切診）を行い、弁証論治に基づ
く処方と配穴で治療を行う。
そこで、伝統鍼灸治療を行う上で必要な四診法、弁証論治を習得する。
先ず、診察に必要な医療面接技法を学び、次に望診、聞診、問診、切診と四診法を
習得し、最終的には、四診所見から弁証できることを目標とする。

1．医療面接技法
2．四診法（望診、聞診、問診、切診）
3．弁証論治（治則、治法、配穴）
以上の項目を臨床経験のある教員が経験談や具体例などのアドバイスをし、習得
させる。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 東洋医学概論
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回 講義内容 備　考

1 望診

2 聞診

3 問診①

4 問診② 小テスト

5 問診③

6 問診④

7 中間テスト １〜６回

8 切診①

9 切診②

10 切診③

11 論治 小テスト

12 治療法の概要

13 三刺、五刺、九刺、十二刺、鍼灸の補瀉法

14 まとめ

15 期末テスト １〜14回

鍼灸学科・夜間部・２年（東洋医学概論Ⅲ）
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科目名 東洋医学臨床論Ⅰ 時間・単位 30時間・2単位・15コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 矢野　忠

出版社名 文光堂

著者名 教科書執筆小委員会

出版社名 医道の日本社

鍼灸学科・夜間部・２年（東洋医学臨床論Ⅰ）

参考書 東洋医学臨床論・はりきゅう編

山賀　真知子

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

臨床現場で診察の結果から治療の不適切を判断し、適切な鍼灸治療が行えるよ
う、その方法を学習する。現代医学的な考え方をもとに、鍼灸施療の対象となる症
状について、病態、症状、所見、治療方針を学習し、診察、治療の過程を理解し、鍼
灸施術を適切に行う能力と姿勢を育成する。

鍼灸の現場経験を活かした視点でアドバイスをしながら、下記のような実践的な知
識および技術を習得していく。
１．観察と治療、治療計画
２．所見と記録、治療原則
３．主要症候の診断と治療
①　病態　　　　　　　②原因　　　　　　　③症状
④徒手検査　　　　　⑤治療方針　　　　⑥鍼灸施術

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 鍼灸療法技術ガイドⅠ･Ⅱ
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回 講義内容 備　考

1 治療原則と治療計画、腰部の解剖・関節炎

2 腰下肢痛①

3 腰下肢痛②

4 腰下肢痛③

5 股関節の解剖、股関節痛

6 膝関節の解剖、膝関節痛

7 下肢の疾患①

8 下肢の疾患②、腰下肢痛のまとめ

9 中間試験

10 頸部解剖

11 神経学的診断

12 頸椎疾患と治療①

13 頸椎疾患と治療②

14 頚椎疾患と治療③

15 期末試験

課題提出や小テス
トを実施することが

ある。

鍼灸学科・夜間部・２年（東洋医学臨床論Ⅰ）
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科目名 東洋医学臨床論Ⅱ 時間・単位 ３０時間・２単位・１５コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 編集主幹　矢野忠

出版社名 文光堂

著者名 日中共同編集

出版社名 東洋学術出版社

鍼灸学科・夜間部・２年（東洋医学臨床論Ⅱ）

参考書 針灸学【臨床編】

松岡　晋也

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

1年次の東洋医学概論Ⅰおよび東洋医学概論Ⅱで学習した東洋医学理論を応用
し、臨床で遭遇しやすい疾患の東洋的臨床に活用するための知識の習得を目的と
する。

東洋医学概論で学習した理論を応用しながら、
1．各疾患の弁証
2．各疾患の論治（治則・治法）
3．各疾患の処法（配穴法）
以上の項目について担当教員が臨床現場で培った経験を基に具体的な経験談な
どアドバイスを行い、学んでいく。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書
図解鍼灸技術ガイドⅠ・Ⅱ

鍼灸臨床の場で必ず役立つ
実践のすべて
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回 講義内容 備　考

1 腹痛、悪心・嘔吐、便秘・下痢

2 咳と痰、呼吸困難、動悸

3 高血圧、低血圧、胸痛

4 めまい、耳鳴り、難聴 小テスト

5 鼻閉・鼻汁、眼精疲労

6 排尿障害、ED、月経異常

7 中間テスト １〜６回

8 頚肩腕通、肩こり、肩関節痛、上肢痛、腰下肢痛、膝痛

9 運動麻痺、末梢神経麻痺

10 頭痛、顔面痛、不眠症

11 うつ病、冷え症、のぼせ 小テスト

12 肥満、やせ、

13 脱毛症、かゆみ

14 まとめ

15 期末テスト １〜14回

鍼灸学科・夜間部・２年（東洋医学臨床論Ⅱ）

8



科目名 東洋医学臨床論Ⅲ 時間・単位 30時間・2単位・15コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 矢野　忠

出版社名 文光堂

著者名 教科書執筆小委員会

出版社名 医道の日本社

鍼灸学科・夜間部・２年（東洋医学臨床論Ⅲ）

参考書 東洋医学臨床論・はりきゅう編

山賀　真知子

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

臨床現場で診察の結果から治療の不適切を判断し、適切な鍼灸治療が行えるよ
う、その方法を学習する。現代医学的な考え方をもとに、鍼灸施療の対象となる症
状について、病態、症状、所見、治療方針を学習し、診察、治療の過程を理解し、鍼
灸施術を適切に行う能力と姿勢を育成する。

鍼灸の現場経験を活かした視点でアドバイスをしながら、下記のような実践的な知
識および技術を習得していく。
１．観察と治療、治療計画
２．所見と記録、治療原則
３．主要症候の診断と治療
①　病態　　　　　　　②原因　　　　　　　③症状
④徒手検査　　　　　⑤治療方針　　　　⑥鍼灸施術

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 鍼灸療法技術ガイドⅠ･Ⅱ
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回 講義内容 備　考

1 肩こり

2 胸郭出口症候群

3 肩関節の解剖

4 肩関節疾患①

5 肩関節疾患②、上腕二頭筋長頭腱炎

6 肩部の治療、肘関節の解剖、肘関節の疾患

7 手部の解剖、腱鞘炎

8 中間試験

9 絞扼神経障害①

10 絞扼神経障害②

11 絞扼神経障害③

12 頭痛

13 顔面神経麻痺、顎関節症

14 期末試験

15 試験解説

課題提出や小テス
トを実施することが

ある。

鍼灸学科・夜間部・２年（東洋医学臨床論Ⅲ）
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科目名 応用実技Ⅰ 時間・単位 45時間・1単位・22.5コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名

著者名 矢野　忠

出版社名 文光堂

鍼灸学科・夜間部・２年（応用実技Ⅰ）

参考書 鍼灸療法技術ガイド

冨永　敦

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

　実際の臨床において遭遇しやすい腰下肢痛を取り上げ、現代鍼灸の立場から、
身体の観察方法を理解し、鍼灸治療の論拠を示し、適切な鍼灸治療法を体得す
る。
腰殿部や下肢の解剖を復習し、各部位の理学所見を学び、最終的には各種所見を
取り、疾患を鑑別し、適切な治療方法を選択し、施術ができることを目標とする。

　主に、以下の点について学んでいく。
①低周波鍼通電療法の基礎。②腰下肢痛の疾患の鑑別とリスクマネージメント。③
腰下肢痛に対する施術。④刺鍼深度・角度の調整。
について、鍼灸の現場経験を活かした視点でアドバイスをしながら、実践的な知識
および技術を習得させる。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書
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回 講義内容 備　考

1 腰殿部の触診、腰殿部の刺鍼練習①

2 腰殿部の触診、腰殿部の刺鍼練習②

3 低周波鍼通電療法の基礎（前脛骨筋、長腓骨筋）①

4 低周波鍼通電療法の基礎（前脛骨筋、長腓骨筋）②

5 筋・筋膜性腰痛

6 腰椎椎間板ヘルニア①

7 腰椎椎間板ヘルニア②

8 腰椎椎間板ヘルニア③

9 腰部脊柱管狭窄症

10 椎間関節性腰痛

11 変形性腰椎症

12 梨状筋症候群

13 変形性膝関節症

14 低周波鍼通電療法まとめ①

15 低周波鍼通電療法まとめ②

16 腰下肢治療まとめ①

17 腰下肢治療まとめ②

18 中間試験①

19 中間試験②

20 腰下肢治療まとめ③

21 期末試験①

22 期末試験②

22.5 期末試験③ 　

鍼灸学科・夜間部・２年（応用実技Ⅰ）
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科目名 応用実技Ⅱ 時間・単位 ４５時間・１単位・２２.５コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 編集主幹　矢野忠

出版社名 文光堂

著者名 日中共同編集

出版社名 東洋学術出版社

鍼灸学科・夜間部・２年（応用実技Ⅱ）

参考書 針灸学【臨床編】

松岡　晋也

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

臨床において遭遇しやすい症例を学び、診察法・治療法を理解し適切な鍼灸治療
法を体得する。
最終的には医療面接から患者の状態を判断し、弁証論治し、的確な施術をできるこ
とを目標とする。

担当教員が臨床現場で培った経験を基に具体的にアドバイスをし、以下の項目に
ついて授業を行う。
1.診察法
2.弁証
3.配穴
4.症例に対するロールプレイ

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書
図解鍼灸技術ガイドⅠ・Ⅱ

鍼灸臨床の場で必ず役立つ
実践のすべて
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回 講義内容 備　考

1 腹痛

2 頭痛

3 うつ病

4 下痢

5 便秘

6 咳と痰

7 高血圧

8 鼻閉・鼻汁

9 めまい

10 耳鳴り

11 難聴

12 眼精疲労

13 月経痛（月経困難症）

14 ロールプレイ

15 ロールプレイ

16 ロールプレイ

17 ロールプレイ

18 ロールプレイ

19 まとめ

20 まとめ

21 期末試験① 1〜13回

22 期末試験② 1〜13回

22.5 期末試験③ 1〜13回

鍼灸学科・夜間部・２年（応用実技Ⅱ）
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科目名 応用実技Ⅲ 時間・単位 45時間・1単位・22.5コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名

著者名 矢野　忠

出版社名 文光堂

鍼灸学科・夜間部・２年（応用実技Ⅲ）

参考書 鍼灸療技術ガイドⅠ・Ⅱ

松永　満

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

 実際の臨床において遭遇しやすい頚肩部痛を取り上げ、現代鍼灸の立場から、身
体の観察方法を理解し、鍼灸治療の論拠を示し、適切な鍼灸治療法を体得する。
先ずは、低周波鍼通電療法を学び、次に頚肩部や上肢肢の解剖を復習し、各部位
の理学所見を学び、最終的には医療面接の中で所見を取り、疾患を鑑別し、適切
な治療方法を選択し、施術ができることを目標とする。

臨床経験を持つ専任教員が、現場経験を活かした視点でアドバイスをしながら、主
に、低周波鍼通電療法（パルス）の基礎、頚肩部痛の疾患の鑑別とリスクマネージ
メント、頚肩部の理学検査、神経学的検査、頚肩部痛に対する施術（病態把握と治
療目的）、症例に対するロールプレイについて学んでいく。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 配布プリント
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回 講義内容 備　考

1 頸部・肩関節の触診①

2 頸部・肩関節の触診②、肩こり、頚部痛（僧帽筋上部線維）①

3 肩こり、頚部痛（僧帽筋上部線維）②

4 肩関節周囲炎、腱板炎、腱板損傷①

5 肩関節周囲炎、腱板炎、腱板損傷②

6 肩関節周囲炎、腱板炎、腱板損傷③

7 上腕二頭筋長頭腱炎①

8 上腕二頭筋長頭腱炎②

9 胸郭出口症候群①

10 胸郭出口症候群②

11 頸椎椎間板ヘルニア①

12 頸椎椎間板ヘルニア②

13 頸椎椎間板ヘルニア③

14 上腕骨外側上顆炎

15 頚肩部治療まとめ

16 頚肩部治療まとめ

17 頚肩部ロールプレイ

18 頚肩部ロールプレイ

19 中間試験①

20 中間試験②

21 期末試験①

22 期末試験②

22.5 まとめ

鍼灸学科・夜間部・２年（応用実技Ⅲ）
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科目名 応用実技Ⅳ 時間・単位 1単位・45時間（22.5コマ）

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 矢野 忠

出版社名 文光堂

著者名

出版社名

鍼灸学科・夜間部・２年（応用実技Ⅳ）

参考書

北林　亜由美

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

伝統医学における鍼灸臨床は四診法を行い、弁証論治に基づく処方と配穴で治療
を行う。応用実技Ⅱで学習した内容に加え、応用実技Ⅳにおいては、四診より弁証
論治を導きだし、自分で処方・配穴・治療ができることを目標とする。

1)弁証
2)論治(治則・治法)
3)処方(配穴法・特効穴)
について、鍼灸の現場経験を活かした視点でアドバイスをしながら、実践的な知識
および技術を習得させる。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 鍼灸療法技術ガイドⅠ・Ⅱ
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回 講義内容 備　考

1 肝鬱気滞の処方・配穴・治療

2 肝火上炎の処方・配穴・治療

3 肝血虚の処方・配穴・治療

4 脾気虚の処方・配穴・治療

5 脾陽虚の処方・配穴・治療

6 胃火上炎の処方・配穴・治療

7 胃陰虚の処方・配穴・治療

8 まとめ

9 中間試験

10 中間試験

11 食滞胃脘の処方・配穴・治療

12 肺気虚の処方・配穴・治療

13 風熱犯肺の処方・配穴・治療

14 風寒犯肺の処方・配穴・治療

15 痰湿阻肺の処方・配穴・治療

16 腎陽虚の処方・配穴・治療

17 肝脾不和の処方・配穴・治療

18 肝火犯肺の処方・配穴・治療

19 脾腎陽虚の処方・配穴・治療

20 まとめ

21 期末試験

22 期末試験

22.5 総括

鍼灸学科・夜間部・２年（応用実技Ⅳ）
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科目名 総合実技Ⅰ 時間・単位 45時間・1単位・22.5コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 矢野　忠

出版社名 文光堂

著者名

出版社名

鍼灸学科・夜間部・２年（総合実技Ⅰ）

参考書 配付資料

山賀　真知子　・　山口　澄江　・　松岡　晋也

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

総合実技Ⅰ−①
臨床実習Ⅰ・Ⅱで必要となる理学所見を学ぶ。

総合実技Ⅰ−②
　・四診法（望・聞・問・切）の内容を学び理解を深め、正常・健康状態を知り、異常
状態時と区別をできるようになり、最終的には東洋医学的診断法を習得する。
・医療面接時に必要なコミュニケーション能力の向上をはかる。

臨床現場ではどの様に診察を進めるのか、実際の現場経験を活かした視点でアド
バイスをしながら、実践的な知識および技術を習得していく。
総合実技Ⅰ−①
1．理学検査
総合実技Ⅰ−②
　1.望診（顔面診・舌診）、2.聞診（声診・気味）、3.問診、4.切診（脈診・背候診・腹診・
経穴診）

・総合実技Ⅰ①と②それぞれの授業への出席が3分の2以上を満たした者について
のみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 図解鍼灸療法技術ガイドⅠ・Ⅱ
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回 総合実技Ⅰ−①講義内容 回 総合実技Ⅰ−②講義内容

1 反射検査① 1 四診とは

2 反射検査② 2 望診

3 頚部の理学検査① 3 聞診

4 頚部の理学検査② 3.5 望診・聞診の復習

5 肩部の理学検査① 4.5 切診（脈診①）

6 肩部の理学検査② 5.5 切診（脈診②）

7 腰背部の理学検査① 6.5 切診（腹診）

8 腰背部の理学検査② 7.5 問診①

9 膝関節の理学検査① 8.5 問診②

10 膝関節の理学検査② 9.5 試験総練習

11 中間試験 10.5 総合実技Ⅰ−東洋系試験①

11.5 総合実技Ⅰ−東洋系試験②

備考

鍼灸学科・夜間部・２年（総合実技Ⅰ）
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科目名 臨床実習Ⅰ 時間・単位 45時間・1単位・30コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 矢野　忠

出版社名 文光堂

著者名

出版社名

鍼灸学科・夜間部・２年（臨床実習Ⅰ）

参考書

鍼灸学科全教員

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

　既習の「基礎実技」「解剖学」「東洋医学臨床論」「経絡経穴学概論」等の知識と技
術を総合し診察・治療の方法を学習する。

　臨床経験を持つ専任教員が、現場経験を活かした視点でアドバイスをしながら、
主に選穴、鍼・灸の手技、鍼灸施術の準備、消毒の実際、担当教官の指導の元に
鍼灸施術の実習、症例に対するロールプレイを行う。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 図解鍼灸療法技術ガイドⅠ・Ⅱ
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回 講義内容 備　考

1 臨床実践

2 臨床実践

3 臨床実践

4 臨床実践

5 臨床実践

6 臨床実践

7 臨床実践

8 臨床実践

9 臨床実践

10 臨床実践

11 臨床実践

12 臨床実践

13 臨床実践

14 臨床実践

15 臨床実践

16 臨床実践

17 臨床実践

18 臨床実践

19 臨床実践

20 臨床実践

21 臨床実践

22 臨床実践

23 臨床実践

24 臨床実践

25 臨床実践

26 臨床実践

27 臨床実践

28 臨床実践

29 臨床実践

30 臨床実践

鍼灸学科・夜間部・２年（臨床実習Ⅰ）
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科目名 臨床実習Ⅱ 時間・単位 45時間・1単位・30コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 矢野　忠

出版社名 文光堂

著者名

出版社名

鍼灸学科・夜間部・２年（臨床実習Ⅱ）

参考書

鍼灸学科全教員

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

　臨床実習Ⅰで学んだことを生かし、ロールプレイや実際に外来患者を取り扱うこと
により3年次での臨床実習をスムーズに開始できるように、患者さんとのコミュニ
ケーションのとり方や配慮について学習する。

　臨床経験を持つ専任教員が、現場経験を活かした視点でアドバイスをしながら、
主に外来患者または模擬患者の問診、触診、各種理学検査の実際を通して病体の
現す種々な情報を把握し原因の推定、カルテの記載を行う。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 図解鍼灸療法技術ガイドⅠ・Ⅱ
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回 講義内容 備　考

1 臨床実践

2 臨床実践

3 臨床実践

4 臨床実践

5 臨床実践

6 臨床実践

7 臨床実践

8 臨床実践

9 臨床実践

10 臨床実践

11 臨床実践

12 臨床実践

13 臨床実践

14 臨床実践

15 臨床実践

16 臨床実践

17 臨床実践

18 臨床実践

19 臨床実践

20 臨床実践

21 臨床実践

22 臨床実践

23 臨床実践

24 臨床実践

25 臨床実践

26 臨床実践

27 臨床実践

28 臨床実践

29 臨床実践

30 臨床実践

鍼灸学科・夜間部・２年（臨床実習Ⅱ）
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科目名 総合領域Ⅱ 時間・単位 150時間・5単位・75コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名

著者名

出版社名

鍼灸学科・夜間部・２年（総合領域Ⅱ）

参考書

鍼灸学科全教員

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

　この授業の目的は、2年次に学ぶすべての分野において総合的に復習するもの
で、専門基礎分野では解剖学、生理学を再度復習し、これらをベースに病態生理を
把握し、臨床医学総論と各論を習得する。また、専門分野においては東洋医学概
論を復習し、東洋医学臨床論を習得するものとする。

以下の項目に準じて授業を行う。
総合領域Ⅰ①：実力テスト（中間試験9回、期末試験の計10回の試験）とまとめ5回
総合領域Ⅰ②：東洋医学領域の復習
総合領域Ⅰ③：西洋医学領域の復習

上記の内容を担当教員が鍼灸の現場経験を活かした視点でアドバイスをしながら、
実践的な知識および技術を習得していく。

・総合領域Ⅰ①～③それぞれの授業への出席が3分の2以上を満たした者について
のみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書
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日付 回 内容 日付 回 内容 日付 回 内容

4/7 1 中間試験①（実テ①） 10/10 31 東洋⑬ 1/16 61 西洋㉖

5/12 2 中間試験②（実テ②） 10/15 32 西洋⑭ 1/19 62 東洋㉗

6/9 3 中間試験③（実テ③） 10/17 33 東洋⑭ 1/21 63 西洋㉗

7/7 4 中間試験④（実テ④） 10/17 34 西洋⑮ 1/22 64 東洋㉘

8/22 5 東洋① 10/22 35 東洋⑮ 1/28 65 西洋㉘

8/22 6 西洋① 10/24 36 西洋⑯ 1/28 66 東洋㉙：期末試験

8/25 7 中間試験⑤（実テ⑤） 10/24 37 東洋⑯ 2/2 67 期末試験（実テ⑩）

8/27 8 東洋② 10/29 38 西洋⑰ 2/4 68 西洋㉙：期末試験

8/29 9 西洋② 10/31 39 東洋⑰ 2/4 69 東洋㉚

8/29 10 西洋③ 10/31 40 西洋⑱ 2/18 70 西洋㉚

9/3 11 東洋③ 11/5 41 東洋⑱ 2/18 71 まとめ①

9/5 12 東洋④ 11/7 42 西洋⑲ 2/25 72 まとめ②

9/5 13 西洋⑤ 11/7 43 東洋⑲ 2/25 73 まとめ③

9/7 14 東洋⑤ 11/10 44 中間試験⑦（実テ⑦） 3/4 74 まとめ④

9/10 15 西洋⑥ 11/12 45 西洋⑳ 3/4 75 まとめ⑤

9/12 16 東洋⑥ 11/19 46 東洋⑳：中間試験②

9/12 17 西洋⑦ 11/26 47 西洋⑳：中間試験②

9/14 18 東洋⑦ 12/3 48 東洋㉑

9/17 19 西洋⑧ 12/8 49 中間試験⑧（実テ⑧）

9/19 20 東洋⑧ 12/10 50 西洋㉑

9/19 21 西洋⑨ 12/11 51 東洋㉒

9/24 22 東洋⑨ 12/17 52 西洋㉒

9/26 23 東洋⑩：中間試験① 12/18 53 東洋㉓

9/26 24 西洋⑩ 12/24 54 西洋㉓

10/1 25 西洋⑪中間試験① 12/25 55 東洋㉔

10/3 26 東洋⑪ 1/8 56 西洋㉔

10/3 27 西洋⑫ 1/12 57 中間試験⑨（実テ⑨）

10/6 28 中間試験⑥（実テ⑥） 1/14 58 東洋㉕

10/8 29 東洋⑫ 1/15 59 西洋㉕

10/10 30 西洋⑬ 1/16 60 東洋㉖

鍼灸学科・夜間部・２年（総合領域Ⅱ）
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科目名 関係法規 時間・単位 15時間・1単位・7.5コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名

著者名
東洋療法学校協会・医歯薬出版
編

出版社名 医歯薬出版

鍼灸学科・夜間部・３年（関係法規）

参考書 関係法規

長谷川　直子

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

はり師、きゅう師として業務に従事するうえで、「あん摩マッサージ指圧師はり師、
きゅう師等に関する法律」と、その業務と、医療従事者として必要な医事福祉関係
法規を理解する。

法制度の沿革を通して鍼灸の現状を知り、医療従事者としての鍼灸師の法的位置
づけを学び、今後、鍼灸師として業務にあたる際に必要な法制度を、臨床経験を持
つ専任教員が鍼灸の現場経験を活かした視点でアドバイスをしながら、講義を行
う。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 配付資料
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回 講義内容 備　考

1 免許と試験、業務範囲

2 施術所に関する規則、広告の制限

3 医療法、確認問題

4 医療従事者、薬事法

5 保健・予防衛生、社会福祉関係法規

6 社会保険関係法規、関連医事用語の解説

7 まとめ、練習問題

7.5 期末試験

鍼灸学科・夜間部・３年（関係法規）
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科目名 社会保障および職業倫理 時間・単位 15時間・1単位・7.5コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名

著者名
中川米造監修・東洋療法学校協
会・医歯薬出版編

出版社名 医歯薬出版

鍼灸学科・夜間部・３年（社会保障および職業倫理）

参考書 医療概論・関係法規

長谷川　直子

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

　医療概論と関係法規の内容を踏まえ、国家試験に向けての最新情報を知り、はり
師、きゅう師として必要な医療倫理を身につけ、社会に貢献できる資質を育成する。

医療概論と関係法規の国家試験対策として最新の情報を四択問題を解きながら覚
え、はり師、きゅう師として必要な医療保障や医療倫理、あはき法などを、鍼灸の現
場経験を活かした視点でアドバイスをしながら講義を行う。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 配布資料
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回 講義内容 備　考

0.5 医療概論の国試対策

1.5 医療概論の国試対策

2.5 医療概論の国試対策

3.5 関係法規の国試対策

4.5 関係法規の国試対策

5.5 関係法規の国試対策

6.5 まとめ、練習問題

7.5 期末試験

鍼灸学科・夜間部・３年（社会保障および職業倫理）
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科目名 東洋医学臨床論Ⅳ 時間・単位 ３０時間・２単位・１５コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 教科書執筆小委員会

出版社名 医道の日本社

著者名 編集主幹　矢野忠

出版社名 文光堂

鍼灸学科・夜間部・３年（東洋医学臨床論Ⅳ）

参考書
図解鍼灸技術ガイドⅠ・Ⅱ

鍼灸臨床の場で必ず役立つ
実践のすべて

松岡　晋也

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

国家試験における東洋医学概論・東洋医学臨床論の総復習並びに、
それらの問題を解答する過程で東洋医学の知識を多用する問題の得点率を
引き上げることを目的とする。

臨床現場で培った経験を基に具体的な経験談などアドバイスをし、東洋医学理論
の基礎である陰陽・五行・精気血津液の諸学説及び蔵象 ・病因論・病理病証 ・診
断論・治療論並びに臨床の複合問題を総復習を行う。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 東洋医学概論
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回 講義内容 備　考

1 生理物質（精・気・血・津液）

2 蔵象①

3 蔵象②

4 病因（外因・内因・不内外因） 小テスト

5 陰陽・五行学説

6 四診

7 弁証論治

8 中間テスト １〜７回

9 東洋医学臨床論① 各疾患の弁証論治

10 東洋医学臨床論② 各疾患の弁証論治

11 東洋医学臨床論③
各疾患の弁証論治

小テスト

12 東洋医学臨床論④ 各疾患の弁証論治

13 東洋医学臨床論⑤ 各疾患の弁証論治

14 まとめ

15 期末テスト １〜14回

鍼灸学科・夜間部・３年（東洋医学臨床論Ⅳ）

32



科目名 東洋医学臨床応用 時間・単位 30時間・2単位・15コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 東洋療法学校協会

出版社名 医道の日本社

著者名

出版社名

鍼灸学科・夜間部・３年（東洋医学臨床応用）

参考書

松永　満

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

　現代医学的な考えとは、現代医学の知識・技術などを鍼灸の診察、治療に応用し
ようとする考え方である。現代医学的な考え方をもとに鍼灸治療の対象となる疾患
について、病態、症状、所見、治療方針を学習し、必要な診察法の過程に主要な徒
手検査法を学び、適切な鍼灸治療を行うための知識を習得させることを教育目標と
する。

　臨床経験を持つ専任教員が、現場経験を活かした視点で主に、治療と診断、症候
に対する東西両医学からのアプローチ、疾患に対する東西両医学からのアプロー
チ
高齢者に対する鍼灸施術、スポーツ領域における鍼灸施術について学んでいく。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 東洋医学臨床論（はりきゅう編）
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回 講義内容 備　考

1 神経・筋疾患①

2 神経・筋疾患②

3 神経・筋疾患③

4 運動器疾患①

5 運動器疾患②

6 運動器疾患③

7 中間試験

8 スポーツ障害①

9 スポーツ障害②

10 呼吸器疾患、循環器疾患

11 消化器疾患、腎・泌尿器疾患

12 婦人科疾患、耳鼻咽喉疾患、老年医学

13 診断と治療、その他の疾患、検査法

14 まとめ

15 期末試験

鍼灸学科・夜間部・３年（東洋医学臨床応用）
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科目名 病態生理学 時間・単位 30時間・1単位・15コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 東洋療法学校協会

出版社名 医歯薬出版

著者名

出版社名

鍼灸学科・夜間部・３年（病態生理学）

参考書

飯塚　正

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

2年生終了時までの間に学習した、病理学等の基礎医学について、再度学習し、基
礎医学に関する知識を確かなものにすることを教育目標とする。

病理学概論を中心とした病因や病態について復習するとともに、多くの練習問題な
どを活用し実践的に知識の再確認を行う。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 病理学概論、プリント
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回 講義内容 備　考

1 病因、退行性病変１

2 循環障害、進行性病変１

3 炎症、免疫１

4 腫瘍、先天性疾患１

5 まとめ試験１

6 病因、退行性病変２

7 循環障害、進行性病変２

8 炎症、免疫２

9 腫瘍、先天性疾患２

10 まとめ試験２

11 病因、退行性病変3

12 循環障害、進行性病変3

13 炎症、免疫3

14 腫瘍、先天性疾患3

15 まとめ試験3（終）

鍼灸学科・夜間部・３年（病態生理学）
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科目名 社会はりきゅう学 時間・単位 30時間・2単位・15コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 東洋療法学校協会

出版社名 医道の日本社

著者名

出版社名

鍼灸学科・夜間部・３年（社会はりきゅう学）

参考書

松永　満

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

　はりきゅう理論Ⅰ・はりきゅう理論Ⅱを踏まえ、鍼灸臨床での用具、手技、作用機
序及び人体の生理学等について更なる理解力と応用力を身につける。

　臨床経験を持つ専任教員が、現場経験を活かした視点で過去に出題された「はり
理論」と「きゅう理論」の国家試験問題等を活用し、より一層の理解を計る。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 はりきゅう理論
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回 講義内容 備　考

1 鍼の基礎知識

2 刺鍼の方式と術式

3 特殊鍼法

4 灸の基礎知識

5 灸術の種類

6 鍼灸の臨床応用、リスク管理

7 中間試験

8 鍼灸治効の基礎

9 鍼灸治効の基礎

10 鍼灸療法の一般治効理論

11 鍼灸療法の一般治効理論

12 関連学説

13 関連学説

14 まとめ

15 期末試験

鍼灸学科・夜間部・３年（社会はりきゅう学）
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科目名 臨床実技Ⅰ 時間・単位 1単位・45時間（22.5コマ）

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 矢野 忠

出版社名 文光堂

著者名 矢野 忠

出版社名 医歯薬出版株式会社

鍼灸学科・夜間部・３年（臨床実技Ⅰ）

参考書 レディース鍼灸

北林　亜由美

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

実際の臨床において、遭遇しやすい症状を取り上げて、現代鍼灸の立場から、身体
の観察方法を理解し、鍼灸治療の論拠を示し、各疾患の現代医学的治療を理解
し、適切な鍼灸治療法を体得する。

レディース鍼灸の中でも、月経異常や不妊症など女性特有の症状や美容鍼灸につ
いて重点的に学び、鍼灸の現場経験を活かした視点でアドバイスをしながら、実践
的な知識および技術を習得させる。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 鍼灸療法技術ガイドⅠ・Ⅱ
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回 講義内容 備　考

1 ROM、皮膚分節、知覚検査

2 深部腱反射、病的反射、MMT

3 TOSの概要、検査、TOSの治療

4 手根管、肘部管、Guyon管症候群

5 思春期のマイナートラブル

6 思春期のマイナートラブル

7 性成熟期のマイナートラブル

8 性成熟期のマイナートラブル

9 妊娠期のマイナートラブル

10 妊娠期のマイナートラブル

11 更年期・老年期のマイナートラブル

12 更年期・老年期のマイナートラブル

13 神経痛

14 顎関節症、眼精疲労

15 美容鍼灸

16 美容鍼灸

17 治療のまとめ①

18 治療のまとめ②

19 期末試験

20 期末試験

21 期末試験

22 期末試験

22.5 総括

鍼灸学科・夜間部・３年（臨床実技Ⅰ）
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科目名 臨床実技Ⅱ 時間・単位 45時間・1単位・22.5コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 矢野　忠

出版社名 文光堂

著者名

出版社名

鍼灸学科・夜間部・３年（臨床実技Ⅱ）

参考書

山賀　真知子

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

　現代鍼灸の立場から、身体の観察方法を理解し、鍼灸治療の論拠を示し、各疾
患の現代医学的治療を理解し、適切な鍼灸治療法を体得する。高齢者に多い疾患
の後遺症、筋力低下による歩行速度低下など老年特有の症状、各疾患の鑑別に
必要な理学所見を復習し、最終的には、模擬患者に対し医療面接の中で所見を取
り、疾患を鑑別し、適切な治療方法を選択し、施術ができることを目標とする。
　また、常に治療前後での主訴の変化（指標の変化）を意識して行う。鍼灸初療者、
高齢者に対する対応ができるようにする。

　高齢や身体が不自由な方のケアなどを担当教員が鍼灸の現場経験を活かした視
点でアドバイスをしながら、実践的な知識および技術を習得していく。
　臨床現場に出た際に即戦力となる授業を行う。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 鍼灸療法技術ガイドⅠ･Ⅱ
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回 講義内容 備　考

1 頭痛

2 肩こり

3 めまい・耳鳴り・難聴

4 ロールプレイ①

5 脳卒中後遺症

6 運動器疾患①

7 排尿障害

8 便秘・下痢

9 運動器疾患②

10 ロールプレイ②

11 中間試験①

12 中間試験①

13 うつ

14 認知症

15 パーキンソン病

16 帯状疱疹

17 ロールプレイ③

18 治療まとめ

19 中間試験②

20 中間試験②

21 期末試験

22 期末試験

22.5 治療まとめ

鍼灸学科・夜間部・３年（臨床実技Ⅱ）
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科目名 臨床実技Ⅲ 時間・単位 45時間・1単位・22.5コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名

著者名 矢野　忠

出版社名 文光堂

鍼灸学科・夜間部・３年（臨床実技Ⅲ）

参考書 鍼灸療法技術ガイド

冨永　敦

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

　スポーツ領域の愁訴を現代鍼灸の立場から把握することを目的とする。そのため
に、身体の観察方法を理解し、鍼灸治療の論拠を示し、各疾患の現代医学的治療
を理解し、適切な鍼灸治療法を体得する。

　主に、以下の点について学んでいく。
①スポーツ傷害・障害などのスポーツ特有の症状を理解する。②スポーツ領域の愁
訴を現代医学的に把握する。
について、鍼灸の現場経験を活かした視点でアドバイスをしながら、実践的な知識
および技術を習得させる。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書
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回 講義内容 備　考

1 スポーツ傷害に対する治療方針

2 野球肩の診察

3 上腕骨外側上顆炎の診察

4 上腕骨内側上顆炎の診察

5 肉離れ（大腿後面）の診察

6 運動性腰痛の診察

7 頚部椎間板ヘルニアの診察

8 腰部椎間板ヘルニアの診察

9 膝靱帯損傷の診察

10 ジャンパー膝（膝蓋腱炎）の診察

11 ランナー膝（腸脛靭帯炎）の診察

12 鵞足炎の診察

13 シンスプリント（脛骨過労性骨膜炎）の診察

14 オスグッド病の診察

15 アキレス腱炎の診察

16 足底筋膜炎の診察

17 足関節捻挫の診察

18 スポーツ疾患まとめ①

19 スポーツ疾患まとめ②

20 スポーツ疾患まとめ③

21 期末試験①

22 期末試験②

22.5 期末試験③

鍼灸学科・夜間部・３年（臨床実技Ⅲ）
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科目名 臨床実技Ⅳ 時間・単位 45時間・1単位・22.5コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名

著者名

出版社名

鍼灸学科・夜間部・３年（臨床実技Ⅳ）

参考書

長谷川　直子

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

　伝統医学における鍼灸臨床に必要な、四診法を行い、弁証論治に基づき、自分な
りの処方と配穴で治療を行い、治療前後での主訴の変化（指標の変化）を確認す
る。
先ず、四診法から弁証論治を行い、次に要穴や五兪穴の特性、経絡・経筋等を理
解し、最終的には、伝統医学的に病態を把握し、基礎理論に基づき配穴治療できる
ことを目標とする。

主に、以下の項目について学んでいく。
1．四診法と指標の変化・2．経絡流注・3．難経六十八難 ・4．難経六十九難
5．経筋治療（経筋の流注、滎穴と兪穴の特性）・6．変動経絡検索法（井穴、経穴、
下合穴、絡穴の特性）・7．奇経治療（流注と八総穴）・8．その他の治療法。これらの
項目を臨床経験を持つ専任教員が鍼灸の現場経験を活かした視点でアドバイスを
しながら、実践的な知識および技術を習得させる。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 配布資料
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回 講義内容 備　考

1 脊柱の取り方 脊柱の取り方

2 四診法による診断、弁証論治・配穴

3 四診法による診断、兪募配穴

4 四診法による診断、郄会配穴

5 四診法による診断、その他の配穴①

6 四診法による診断、その他の配穴②

7 四診法による診断、その他の配穴③

8 四診法による診断、要穴を用いた治療①

9 四診法による診断、要穴を用いた治療②

10 中間試験 レポート提出

11 東洋医学的診断・治療①

12 東洋医学的診断・治療②

13 東洋医学的診断・治療③

14 東洋医学的診断・治療④

15 東洋医学的診断・治療⑤

16 東洋医学的診断・治療⑥

17 東洋医学的診断・治療⑦

18 期末試験の概要

19 期末試験の練習

20 期末試験の練習

21 期末試験

22 期末試験

22.5 期末試験

鍼灸学科・夜間部・３年（臨床実技Ⅳ）
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科目名 総合実技Ⅱ 時間・単位 ４５時間・１単位・２２．５コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名

著者名

出版社名

鍼灸学科・夜間部・３年（総合実技Ⅱ）

参考書

岸野　庸平　・　北林　亜由美

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

臨床現場で実際に使われている手技や治療機器等を理解、実践することにより、鍼
灸治療に必要な技術向上を図る。

手技療法や超音波治療など臨床現場で卒業後必要とされる知識を身につける。
鍼灸の現場経験を活かした視点でアドバイスをしながら、実践的な知識および技術
を習得していく。

・総合実技Ⅱ①と②それぞれの授業への出席が3分の2以上を満たした者について
のみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書
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回 講義内容 備　考

1 手技療法の概要 総合実技Ⅱ①

2 手技療法の基礎1 総合実技Ⅱ①

3 手技療法の基礎2 総合実技Ⅱ①

4 手技療法の基礎3 総合実技Ⅱ①

5 手技療法の基礎4 総合実技Ⅱ①

6 手技療法の基礎5 総合実技Ⅱ①

7 手技療法の応用1 総合実技Ⅱ①

8 手技療法の応用2 総合実技Ⅱ①

9 手技療法と鍼灸治療について 総合実技Ⅱ①

10 手技療法と鍼灸治療について 総合実技Ⅱ①

11 低周波治療器の使い方と効果 総合実技Ⅱ②

12 低周波治療器の使い方と効果 総合実技Ⅱ②

13 干渉派治療器の使い方と効果 総合実技Ⅱ②

14 干渉派治療器の使い方と効果 総合実技Ⅱ②

15 温罨法と冷罨法 総合実技Ⅱ②

16 超音波の使い方と効果 総合実技Ⅱ②

17 超音波の使い方と効果 総合実技Ⅱ②

18 マイクロ波の使い方と効果、注意点 総合実技Ⅱ②

19 牽引機の使い方と効果　注意点 総合実技Ⅱ②

20 足関節の包帯の巻き方　 総合実技Ⅱ②

21 期末試験 総合実技Ⅱ②

22 期末試験 総合実技Ⅱ②

22.5 まとめ 総合実技Ⅱ②

鍼灸学科・夜間部・３年（総合実技Ⅱ）
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科目名 総合実技Ⅲ 時間・単位 ４５時間・１単位・２２.５コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 教科書執筆小委員会

出版社名 医道の日本社

著者名

出版社名

鍼灸学科・夜間部・３年（総合実技Ⅲ）

参考書

北林　亜由美

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

近年国家試験では、「東洋医学概論」「東洋医学臨床論」「経絡経穴学概論」にて
経穴名ではなく、取穴部位、または取り方にて出題される傾向にある。
そこで実際に正経十二経・奇経八脈の経穴に取穴・刺鍼・施灸を行い、
取穴部位・取り方を習得する。

担当教員が臨床現場で培った経験を基に具体的にアドバイスをし、以下の項目に
ついて授業を行う。

1．正経十二経・奇経八脈・奇穴の取穴
2．正経十二経・奇経八脈・奇穴の刺鍼

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 経絡経穴概論
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回 講義内容 備　考

1 手太陰肺経・手少陰心経の部位・筋肉・神経・作用

2 手陽明大腸経の部位・筋肉・神経・作用

3 足陽明胃経の部位・筋肉・神経・作用

4 足陽明胃経の部位・筋肉・神経・作用

5 足太陰脾経の部位・筋肉・神経・作用

6 手太陽小腸経の部位・筋肉・神経・作用

7 足太陽膀胱経の部位・筋肉・神経・作用

8 足太陽膀胱経の部位・筋肉・神経・作用

9 足太陽膀胱経の部位・筋肉・神経・作用

10 中間試験

11 中間試験

12 足少陰腎経の部位・筋肉・神経・作用

13 手厥陰心包経・足厥陰肝経の部位・筋肉・神経・作用

14 手少陽三焦経の部位・筋肉・神経・作用

15 足少陽胆経の部位・筋肉・神経・作用

16 足少陽胆経の部位・筋肉・神経・作用

17 督脈の部位・筋肉・神経・作用

18 任脈の部位・筋肉・神経・作用

19 奇穴の部位・筋肉・神経・作用

20 奇経八脈の概要

21 期末試験

22 期末試験

22.5 総括

鍼灸学科・夜間部・３年（総合実技Ⅲ）
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科目名 臨床実習Ⅲ 時間・単位 45時間・1単位・30コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 矢野　忠

出版社名 文光堂

著者名

出版社名

鍼灸学科・夜間部・３年（臨床実習Ⅲ）

参考書

鍼灸学科全教員

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

1. 既習の「基礎実習」「臨床医学各論」「東洋医学臨床論」等の知識と技術を総合し
て実際に外来患者を取り扱うことにより、診察・治療の方法を学習する。
2. 施術におけるリスク管理の徹底を図る。
3. 施術計画と施術の実際及び施術後の評価と問題のある症例に対する再検討。
4. 日常遭遇することの多い疾患の診察・施術パターンを身につけさせる。

　臨床経験を持つ専任教員が、現場経験を活かした視点でアドバイスをしながら、
主に、カルテの記載、臨床記録の記入、外来患者または模擬患者の問診、触診、
各種理学検査の実際を通して病体の現す種々な情報を把握できるようにする。また
原因の推定と予後の判定、鍼灸施術の計画（選穴、鍼・灸の手技）、鍼灸施術の準
備、消毒の実際、担当教官の指導の元に鍼灸施術の実習を行う。日常多く遭遇す
る症例については、治療パターンが定着できるようにする。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 図解鍼灸療法技術ガイドⅠ・Ⅱ
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回 講義内容 備　考

1 オリエンテーション

2 オリエンテーション

3 臨床実践

4 臨床実践

5 臨床実践

6 臨床実践

7 臨床実践

8 臨床実践

9 臨床実践

10 臨床実践

11 臨床実践

12 臨床実践

13 臨床実践

14 臨床実践

15 臨床実践

16 臨床実践

17 臨床実践

18 臨床実践

19 臨床実践

20 臨床実践

21 臨床実践

22 臨床実践

23 臨床実践

24 臨床実践

25 臨床実践

26 臨床実践

27 臨床実践

28 臨床実践

29 臨床実践

30 臨床実践

鍼灸学科・夜間部・３年（臨床実習Ⅲ）
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科目名 臨床実習Ⅳ 時間・単位 45時間・1単位・30コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 矢野　忠

出版社名 文光堂

著者名

出版社名

鍼灸学科・夜間部・３年（臨床実習Ⅳ）

参考書

鍼灸学科全教員

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

1. 既習の「基礎実習」「臨床医学各論」「東洋医学臨床論」等の知識と技術を総合し
て実際に外来患者を取り扱うことにより、診察・治療の方法を学習する。
2. 施術におけるリスク管理の徹底を図る。
3. 施術計画と施術の実際及び施術後の評価と問題のある症例に対する再検討。
4. 日常遭遇することの多い疾患の診察・施術パターンを身につけさせる。

　臨床経験を持つ専任教員が、現場経験を活かした視点でアドバイスをしながら、
主に、カルテの記載、臨床記録の記入、外来患者または模擬患者の問診、触診、
各種理学検査の実際を通して病体の現す種々な情報を把握できるようにする。また
原因の推定と予後の判定、鍼灸施術の計画（選穴、鍼・灸の手技）、鍼灸施術の準
備、消毒の実際、担当教官の指導の元に鍼灸施術の実習を行う。日常多く遭遇す
る症例については、治療パターンが定着できるようにする。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書 図解鍼灸療法技術ガイドⅠ・Ⅱ
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回 講義内容 備　考

1 臨床実践

2 臨床実践

3 臨床実践

4 臨床実践

5 臨床実践

6 臨床実践

7 臨床実践

8 臨床実践

9 臨床実践

10 臨床実践

11 臨床実践

12 臨床実践

13 臨床実践

14 臨床実践

15 臨床実践

16 臨床実践

17 臨床実践

18 臨床実践

19 臨床実践

20 臨床実践

21 臨床実践

22 臨床実践

23 臨床実践

24 臨床実践

25 臨床実践

26 臨床実践

27 臨床実践

28 臨床実践

29 臨床実践

30 臨床実践

鍼灸学科・夜間部・３年（臨床実習Ⅳ）
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科目名 総合領域Ⅲ 時間・単位 60時間・2単位・30コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名
奈良信雄　他
教科書執筆小委員会

出版社名
医歯薬出版株式会社
医道の日本社

著者名 矢野忠

出版社名 文光堂

鍼灸学科・夜間部・３年（総合領域Ⅲ）

参考書 鍼灸療法技術ガイドⅠ・Ⅱ

北林　亜由美　・　松岡　晋也　・　岸野　庸平

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

専門基礎分野および専門分野の総復習をし、
国家試験の合格に必要な知識を習得する事を目的とする。

担当教員が臨床現場で培った経験を基に具体的にアドバイスをし、以下の項目に
ついて授業を行う。
・総合領域Ⅲ①：臨床医学総論・臨床医学各論
・総合領域Ⅲ②：東洋医学概論・東洋医学臨床論

・総合領域Ⅲ①と②のそれぞれの授業への出席が3分の2以上を満たした者につい
てのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・それぞれ担当の教員において60点以上を合格とする。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書
臨床医学総論
臨床医学各論
東洋医学概論
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回 講義内容① 回 講義内容② 備　考

1 合同模試① 1 気血津液弁証

2 合同模試① 2 臓腑弁証

3 合同模試①解説 3 六経弁証 小テスト

4 診察の概要と方法・生命徴候 4 複合弁証

5 全身の診察 5 治法

6 局所の診察 6 中間試験 １〜5回

7 神経系の診察 7 十二経脈病証①

8
運動機能検査・その他の領域・臨
床検査法

8 十二経脈病証②

9 おもな症状の診察 9 合同模試④

10 中間試験 10 合同模試④

11 整形外科疾患 11 合同模試④解説

12 整形外科疾患 12 奇経八脈病証 小テスト

13 その他の領域の疾患 13 奇穴

14 その他の領域の疾患 14 まとめ

15 期末試験 15 期末試験
1〜8，12〜14

回

鍼灸学科・夜間部・３年（総合領域Ⅲ）
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科目名 総合領域Ⅳ 時間・単位 60時間・2単位・30コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名

著者名

出版社名

鍼灸学科・夜間部・３年（総合領域Ⅳ）

参考書

岸野　庸平

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

　国家試験に合格することのできる総合的学力を身につけることを目標とする。

　臨床経験を持つ専任教員が、現場経験を活かした視点で医療概論・公衆衛生学・
関係法規・解剖学・生理学・病理学・臨床医学総論・臨床医学各論・リハビリテー
ション医学・東洋医学概論・経絡経穴概論・東洋医学臨床論・はりきゅう理論等につ
いて講義を行う。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書
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回 講義内容 備　考

1 第1回中間試験

2 第1回中間試験

3 第1回中間試験解説

4 第2回中間試験

5 第2回中間試験

6 第2回中間試験解説

7 第3回中間試験

8 第3回中間試験

9 第3回中間試験解説

10 第4回中間試験（合同模試②）

11 第4回中間試験（合同模試②）

12 第4回中間試験（合同模試②）解説

13 第5回中間試験

14 第5回中間試験

15 第5回中間試験解説

16 第6回中間試験

17 第6回中間試験

18 第6回中間試験解説

19 第7回中間試験（合同模試③）

20 第7回中間試験（合同模試③）

21 第7回中間試験（合同模試③）解説

22 第8回中間試験

23 第8回中間試験

24 第8回中間試験解説

25 第9回中間試験

26 第9回中間試験

27 第9回中間試験解説

28 期末試験

29 期末試験

30 期末試験解説

鍼灸学科・夜間部・３年（総合領域Ⅳ）
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科目名 総合領域Ⅴ 時間・単位 120時間・4単位・20コマ

担当教員

教員の実務
経験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名

著者名 岡庭　豊

出版社名 メディックメディア

鍼灸学科・夜間部・３年（総合領域Ⅴ）

参考書 病気がみえる

伊藤　才二　・　冨永　敦

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

　2年生終了時までの間に学習した、解剖学・生理学等の基礎医学について、これ
らを統合した形で再度学習する。それらに基づいて臨床医学に関する知識を確か
なものにすることを教育目標とする。

　主に、以下の点について学んでいく。
①解剖学・生理学などの基礎医学の知識を使用して、臨床医学を理解する。
②臨床現場で他の医療資格者との円滑なコミュニケーションの基礎となる現代医学
の基礎を復習する。
について、鍼灸の現場経験を活かした視点でアドバイスをしながら、実践的な知識
および技術を習得させる。

・総合領域①と②それぞれの授業への出席が3分の2以上を満たした者についての
み試験等を実施する。
・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。
・再試験は授業時間外に実施する。
・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがあ
る。
・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を
総合的に勘案した結果を基に判定する。
・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。
　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点
　「不可」：59点以下

教科書
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回 講義内容① 回 講義内容① 回 講義内容②

1 人体の構成 21 生理学の基礎 1 消化管疾患①

2
骨格系①（概要、脊柱、
胸郭）

22 血液 2 消化管疾患②

3
骨格系②（上肢の骨、下
肢の骨）

23 循環① 3 肝・胆・膵疾患①

4 骨格系③（頭蓋骨） 24 循環② 4 肝・胆・膵疾患②

5
筋系①（概要、頭頸部の
筋）

25 呼吸 5 循環器疾患①

6 筋系②（上肢の筋） 26 消化と吸収 6 循環器疾患②

7 筋系③（下肢の筋） 27 代謝 7 内分泌疾患

8 解剖学系中間試験 28 体温 8 代謝・栄養疾患

9 循環器系①（心臓） 29 生理学系中間試験 9 感染症

10
循環器系②（動脈、静脈、
リンパ系、胎児循環）

30 排泄 10 中間試験

11 呼吸器系 31 内分泌① 11 膠原病

12 消化器系①（消化管） 32 内分泌② 12 呼吸器疾患

13
消化器系②（肝臓、胆の
う、膵臓、腹膜後器官）

33 生殖と成長 13 血液・造血器疾患①

14 泌尿器系 34 神経① 14 血液・造血器疾患②

15 生殖器系 35 神経② 15 腎・尿器疾患①

16 内分泌系 36 筋 16 腎・尿器疾患②

17 神経系①（中枢神経系） 37 身体の運動 17 神経疾患①

18
神経系②（末梢神経、自
律神経）

38 感覚器系 18 神経疾患②

19 感覚器系 39
生体の防御機構・ホメオ
スタシスと生体リズム

19 期末試験

20 解剖学系期末試験 40 生理学系期末試験 20 期末試験解説
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